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【科目】応用地質
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

早川 由紀夫

【授業目標・教育方針】
中学 1 年で学習した「大地の変化」の上に積み上げる授業をします。地学は、歴史を扱うことが他の科学にみられな
い特徴です。授業ではこれを強調します。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間です。
群馬の山と平野がどのようにしてできたかをまず説明します。そのあと、高校地学教科書のうち固体地球部分を 4 回
で概観します。地学は、現地に行って実物を観察することかもっとも重要ですから、浅間山に一日バス見学にでかけ
ます。現地を見学したあと、群馬を過去に襲った地震と噴火による災害を論じます。最後に、日本の地形と地質の特
徴と、氷河と氷河時代に触れます。

【教科書・教材・参考書 等】
検定教科書：地学 ?　地球と宇宙：東京書籍
教材：浅間火山北麓の 2 万 5000 分の 1 地質図：早川由紀夫：NPO 浅間北軽スタイル

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
5 月 22 日 ( 土 ) に貸切バスによる浅間山見学を行う。授業 4 回分に相当する。

【メッセージ】
浅間山見学では、おいしい空気と美しい景観を楽しみましょう。自然のなかに立ち入って、その複雑さと移ろいを感
じ取ってください。誰かが用意した答えをみる勉強とはまったく違うものがそこにあります。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：30%，期末試験：40%，レポート：30%，その他：浅間山見学レポート

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：応用地質）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 ? 回 群馬の山と川 山はなぜ高いのか。氷期の前橋はいまの草津の気候
だった。谷川岳一ノ倉沢の越年雪渓は氷河になるのか

第 2 回 教科書 ( 地震 ) 地震のメカニズム、活断層
第 3 回 教科書 ( 動く大地 ) プレートテクトロニクス
第 4 回 教科書 ( 火山とマグマ ) 火山噴火の種類、火成岩の種類。鉱物
第 5 回 見学の振替で休講
第 6 回 浅間山の噴火史 浅間山は、江戸時代 1783 年にとても大きな噴火をし

た
第 7 回 浅間山バス見学 見学後、レポート提出
第 8 回 浅間山見学の復習 群馬の災害史 : ２万 4000 年前に起こった浅間山崩壊。

災害死者数。リスク評価とハザードマップ
第 9 回 中間試験
第 10 回 教科書 ( 地球の形と構造 ) ジオイド、地殻・マントル・核
第 11 回 教科書 ( 地表の変化、地球の過

去を読む )
侵食・運搬・堆積、地形、堆積岩、古生代・中生代・
新生代

第 12 回 日本の地形と地質の特徴 地殻変動、氷期 / 間氷期の繰り返し、日本海の拡大、
付加体

第 13 回 氷期と氷河時代 アラスカとヨーロッパの氷河。第四紀に何度も繰り返
された氷河時代。地球温暖化問題にも触れる。

第 14 回 見学の振替で休講
第 15 回 見学の振替で休講
第 16 回 定期試験
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